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平成３1年度
科学研究費助成事業－科研費－
全学説明会

研究支援課研究協力係

平成３０年９月３日
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「若手研究」の変更① (前回から)

若手研究(A)は廃止、若手研究(B)は「若手研究」に改称

応募上限額＝若手研究(B)並みに（500万円まで）

若手研究（A）

若手研究（B） 若手研究

廃止

改称

代替なし
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今年も「博士取得日」と「年齢」に注意

採択回数制限は続行（人生で2課題まで。リセットなし）

※平成31年4月1日時点で…

変更前 39歳以下の者（学位に関係なく可）

変更後

博士の学位取得後8年未満の者
・平成23年4月2日以降に取得した者
・取得見込みの者や、取得の産前/産後/育児休業を

除くと8年未満になる者も含む

経過措置 博士の学位未取得の39歳以下の者も可

「若手研究」の変更② (前回から)
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「連携研究者」の廃止

研究
分担者

連携
研究者

研究
協力者

分担金
あり〇

分担金
なし×

分担金
なし×

科研費
応募資格
あり〇

科研費
応募資格
あり〇

科研費
応募資格
なし×

研究
分担者

研究
協力者

分担金
あり〇

分担金
なし×

科研費
応募資格
あり〇

科研費
応募資格
問わない

・分担金あり ⇒  「研究分担者」
・ 〃 なし ⇒  「研究協力者」に統一

（従来） （現在）研究代表者 研究代表者
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研究分担者を加える場合の手続き

研究分担者全員の承諾後に、電子申請システムで調書の提出ボタンが
押せるようになります

操作方法は研究支援課HPに後日掲載予定です（P.36参照）

研究代表者 研究分担者
研究分担者が

所属する研究機関

①研究分担者に
なることを

電子申請システム
を通じて依頼

②電子申請システ
ム上で研究に参画
することを承諾

③研究機関として
研究分担者になる

ことを承諾

承諾書（紙・押印） 電子申請システムで手続き
（前回） （今回から）
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「研究業績」欄の改訂

前回

今回

「業績」専用の欄(2枚)がカット
⇒「これまでの研究活動」「研究環境」欄

となり、業績も含めて2枚に収める

業績は↓ここに含める
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応募資格
①研究活動を行うことを職務に含む者

②研究活動に実際に従事していること (研究補助のみの場合は不可)

③大学院生等の学生でないこと

 本学の場合…

職名 応募資格

教員 ○

医員（大学院生を兼ねても可）
○

※学内承認が必要
研究支援課HP（p.36）参照

研究生

その他（①②を満たす者）

大学院生（職務のない者） ×

その他職員（●●師、●●士、●●員など） 「奨励研究」のみ応募可
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応募の流れ

 「電子申請システム」を使用（p.31参照：紙提出なし）

 まずは学内提出期限【10月11日（木）】の厳守をお願いします

 学内提出後も修正できます。ご安心ください【10月25日（木）】

（全件、メールで添削結果をお知らせする予定です）

応募者
Ｄ

研究協力係 文科省
・学振

③承認操作

～締切日 夕方
必着

（交渉不可）

②添削
（～10/25（木））

①学内提出
（～10/11（木））

修正可 修正不可

電子申請
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ＩＤ・パスワードは「e-Rad（府省共通研究開発管理システム）」

に登録してあるものを使用します（p.31参照）

未取得の場合

研究協力係より『申込書 』を入手・提出

（掲載先：研究支援課HP（p.36参照））

※パスワードはメールで届くので、必ずメールアドレスを添えて！

手続き後、システム反映まで30分～1時間かかります

奨励研究応募用の電子申請システムについては、別途通知します

電子申請システムの利用準備
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再取得方法

 e-Rad（https://www.e-rad.go.jp）ページ右上【ログイン】の下

▶ID・パスワードを忘れた方 からご確認ください

ID・パスワードを忘れてしまったら

解決しなかった場合は、
研究協力係へご連絡ください！
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研究計画調書の作成①

①（先にWord）応募内容ファイルの作成

 応募内容ファイル（Word ）をダウンロードし、記入

②（次にweb前半/後半）電子申請システムへの入力

 応募種目、経費情報など、必要事項を画面上で入力

 ①のファイル（Word またはPDF ）のデータ登録

3MB超、枚数超過・不足のファイルは取り込めません

取込前に自前でPDF化しておくと、文字化け等が減ります
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審査委員の採点項目は指定＆公開されています

✿参考✿ 日本学術振興会：審査・評価について ～「書面審査の手引」
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

研究計画調書の作成②

設問には必ず回答（可能なら番号順）
⇒「この項目の記載が見当たらない」等の理由で減点されないように

ほとんど「設問のまま」です！
【p.22-28参照】
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提出完了の確認

確実にこの画面まで進めて下さい
（事務局が閲覧できるようになります）

※昨年度の画面です
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研究機関で不正が発生した場合… (p.29-30参照)

・不正調査のために多大なコストが発生（金銭・時間）

・組織全体の信用が失墜

・研究費の返還や、追跡調査など、様々な処分

不正を行った「個人」だけでなく

「研究機関（大学全体）」が処分を受けることがあります

判断に迷うこと等がありましたら
まずはご相談ください（連絡先：p.35）

不正行為・不正使用の防止
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～ 以下 参考資料 ～
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この秋に公募する研究種目

所管 日本学術振興会 文部科学省

公募

種目

特別推進研究 新学術領域研究

基盤研究

（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）
特別研究促進費

挑戦的研究

（開拓・萌芽）

若手研究

奨励研究

研究成果公開促進費

（「研究活動スタート支援」も来年3～5月公募予定）
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研究種目の概要・本学採択率

種目 参加数 応募金額 研究期間
本学採択率

（H30年度）

新学術領域研究
（公募） 1人

～複数

10～1,000万円 2年
0.0%

（計画） 1,000万～3億円 5年

基盤研究

(S)

1人
～複数

5,000万～2億円 5年 -

(A) 2,000～5,000万円

3～5年

-

(B) 500～2,000万円 21.4%

(C) 10～500万円 24.2%

挑戦的研究
（開拓） 500～2,000万円 3～6年 -

（萌芽） 10～500万円 2～3年 0.0%

若手研究 1人 10～500万円 2～4年 23.9%

奨励研究 1人 10～100万円 1年 16.7%
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[評定要素]（1）研究課題の学術的重要性・妥当性

[評定要素]（2）研究目的、研究方法の妥当性

[評定要素]（3）研究遂行能力及び研究環境の適切性

[評定要素]（4）研究課題の波及効果

評点区分 評定基準

４ 優れている

３ 良好である

２ やや不十分である

１ 不十分である

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

4つの評定要素を
4段階で審査します

評定基準① ※前回のもの
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[評定要素]（1）研究課題の学術的重要性・妥当性

・学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。

・研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造性
が認められるか。

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

評定基準② ※前回のもの
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[評定要素]（1）研究課題の学術的重要性・妥当性 つづき

・研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位置づけ
は明確であるか。

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

評定基準③ ※前回のもの
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[評定要素]（2）研究目的、研究方法の妥当性

・研究目的が明確であり、その研究目的を達成するため、研究方法等は具体的
かつ適切であるか。また、研究経費は研究計画と整合性がとれたものとなって
いるか。

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

評定基準④ ※前回のもの
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[評定要素]（3）研究遂行能力及び研究環境の適切性

・これまでの研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有して
いるか。

・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整ってい
るか。

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

評定基準⑤ ※前回のもの
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[評定要素]（4）研究課題の波及効果

・本研究課題によって成果があがった場合、より広い学術、科学技術あるい
は社会などへの波及効果が期待できるか。

評定基準⑥ ※前回のもの

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

計画調書の設問に記載はありませんでしたが 審査の対象でした！
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[1段階目の審査における総合評点]

評点区分 評点分布の目安

４ ※非常に優れている １０%

３ ※優れている ２０%

２ ※普通 ４０%

１ ※劣っている ３０%

利害関係があるので判定できない －

✿抜粋✿ 日本学術振興会：基盤研究(B・C)(応募区分「一般」)、若手研究の
書面審査における評定基準等(平成30年度)
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

評定要素（1）～（4）に着目しつつ、総合的な判断の上、
4段階評価が行われ、総合評点が付されます。

↑採択ラインです

評定基準⑦ ※前回のもの
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不正行為とは

特定不正行為： ①ねつ造 ・ ②改ざん ・ ③盗用

 処罰（資金返還・応募制限・氏名公表・人事処分・刑/民事訴訟）

 科研費等の競争的資金のみならず、運営費交付金等（教員研究費
等）による研究も対象

他の不正行為： 二重投稿、不適切なオーサーシップ等

不正行為の防止

✿参考✿ 文部科学省：研究活動における不正行為への対応等
http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/
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不正使用の防止

不正使用とは

 架空発注・雇用など（故意）、旅程変更手続忘れなど（過失）

 科研費使用ルール、ハンドブック記載内容を参照・遵守

防止に向けて

 未使用金が余ってもお咎めなし（次の応募審査には影響しません）

 繰越制度が整ってきています（補助金・基金ともに可能）

✿参考✿ 文部科学省：研究機関における公的研究費の管理・監査
http://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/08122501.htm
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電子申請関連（使い分け）

応募操作

 科研費電子申請システム

http://www-
shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html

ID・パスワードの取得

 e-Rad

（府省共通研究開発管理システム）

https://www.e-rad.go.jp/
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電子申請関連（奨励研究）

応募操作

 科研費電子申請システム

http://www-
shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html

昨年秋のID、パスワードは使用できません。
平成31年度用に新たに取得が必要です。



33書類添削・パスワード再発行の混雑予想

余裕あり 混雑 休み

～10/4頃まではスムーズに対応できる見込みです

日 月 火 水 木 金 土
9/23 24 25 26 27 28 29

30 10/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
初回〆

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
修正〆

28 29 30 31 11/1 2 3
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各種資料掲載先

公募要領・研究計画調書

 日本学術振興会: 基盤・萌芽・若手研究など

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/03_keikaku/download.html

 文科省: 新学術領域研究など

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/boshu/1351544.htm

科研費ハンドブック（2018年度版）
http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/15_hand/

応募・採択・報告書提出までが大まかにまとめられています
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学内相談窓口
研究支援課長

 電話： 0166-68-2189（内線：2189）

 E-mail：kenkyu-kacho＠asahikawa-med.ac.jp

研究協力係

 電話： 0166-68-2187（内線：2187,2241）

（科研費のほか、一般的な相談、相談先が不明な場合もこちらへ！）

 E-mail： rs-kk.g@asahikawa-med.ac.jp

 Web : http://www.asahikawa-med.ac.jp/bureau/shomu/kenkyus/index.html

✿参考✿ 文部科学省（研究に関する不正の告発受付窓口）
研究振興局振興企画課競争的資金調整室
電話：03-6734-4018 E-mail：chosei-k@mext.go.jp 
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研究支援課ホームページ

http://www.asahikawa-med.ac.jp/bureau/shomu/kenkyus/index.html

9月初旬に公募情報・記入例を掲載予定です


